
今年度も社協だよりを担当させていただくことになりました。
本紙を手にとってくださった皆様に、より福祉を身近に感じてい
ただき、わかりやすく伝えることができればと思っています。ま
た住民のみなさんの取り組みも紹介し、そこにある温もりや熱
意も伝えられたらと思っています。今年度も引き続き、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

（塩浜）

編集後記

ありがとう
ございます

社会福祉事業基金

心よりお悔み申し上げます

　　● 田中秀穂さん（菅浜）より、　　
　故巌さんのご香典の一部　　　　　　　　　

　100,000円

　　● 乙見康夫さん（北田）より、　　
　故竹夫さんのご香典の一部　　　

　200,000円

　　● 山崎竹子さん（太田）より、　　
　故俊太郎さんのご香典の一部　　

　200,000円

　　● 芝井あさ子さん（中寺）より、　　

　故博昭さんのご香典の一部　　　

　100,000円

　　● 畠中孝悦さん（久々子）より、　　

　故文子さんのご香典の一部　　　

　100,000円

　　● 上野山英子さん（早瀬）より、　
　故稔さんのご香典の一部　　　　　　

　100,000円

　　● とく名さんより、ご香典の一部　　

　100,000円

篤志寄付

●   美浜町女性の会さんより、
40,259円

使用済み切手

●   美浜町税務課さん

●   美浜町グラウンド・ゴルフ協会さん
（郷市）

●   中島エミ子さん（早瀬）

●   嶋田指物店さん（河原市）

●   津原久子さん（小倉）

●   ㈲若狭プラントサービスさん（河原市）

●   北村幸子さん（佐田）

●   嵯峨さん（日向）

●   美浜町住民環境課さん

●   とく名さん

ベルマーク

●   中島エミ子さん（早瀬）

●   嵯峨さん（日向）

●   佐竹加代さん（麻生）

未使用切手

●   とく名のみなさん

未使用はがき

●   石丸喜美代さん（山上）

その他
各種サービスにいただきました

●   石丸幸枝さん（山上）より、雑貨

●   津原久子さん（小倉）より、日用品

●   田辺義郎さん（久々子）より、野菜

●   岡本和行さん（南市）より、介護用品

●   山野草の家さん（麻生）より、野菜

●   松田静子さん（興道寺）より、日用品

●   織田幸子さん（笹田）より、雑貨

●   池田義治さん（麻生）より、米

●   中島エミ子さん（早瀬）より、日用品

●   美浜町シルバー人材センターさん
より、介護用品

●   とく名のみなさんより、介護用品、
米、雑貨、玩具、菓子

「でんでんむしの家」に
いただきました

●   HAMABERRYさん（郷市）より、
果物

●   八木賢さん（郷市）より、野菜、
食品

●   とく名のみなさんより、野菜、果
物、日用品、娯楽用品、家電

「弥右ヱ門さん家」にいただきました

●   とく名のみなさんより、野菜、果
物、雑貨、介護用品

「吉右ヱ門さん家」にいただきました

●   藤本武夫さん（新庄）より、野菜

●   山本康雄さん（佐柿）より、野菜

●   とく名さんより、食品

《令和６年 1／１～3／３1》

※氏名、名称、金額、品名などについて、
　了解を得た方のみ掲載させていただきます。

発行 ： 社会福祉法人

美浜町社会福祉協議会
（美浜町保健福祉センター「はあとぴあ」内）
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あなたの声を
聞かせてください

本記事を読んでのご意見・ご感想な
どをお聞かせください。各集落で取
り組んでおられることについても教
えていただけたら嬉しいです。
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3月31日、南市区おでかけサロンの様子。レインボーライン山頂公園で、仲良しのお二人を撮影。

地域のみなさんと
共に歩む
『第５次地域福祉活動計画』

特集



ら
ゆ
る
計
画
は
策
定
し
て
終
わ

り
な
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら

が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
第
５
次
地
域
福
祉
活

動
計
画
に
お
い
て
も
、
本
計
画
に
つ
い
て

町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
。
そ
し
て
地
域
に
お
け
る
課
題
と

そ
の
解
決
に
資
す
る
様
々
な
取
り
組
み
の

必
要
性
を
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ま
さ
に

我
が
事
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、『
ひ
と
り
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に　

み

ん
な
で
育
む
「
ほ
っ
と
か
な
い
」
ま
ち
』

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
特
集
で
は
相
手
の
こ
と

を
「
知
る
」、
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。
一
方
、計
画
の
中
で
は
「
知

る
」
と
「
つ
な
が
る
」
を
合
わ
せ
て
、
一

つ
の
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
山
口
さ
ん

の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
相
手
の
こ

と
を
「
知
る
」
こ
と
で
そ
の
人
の
こ
と
を

よ
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
方
を

気
に
か
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
は
「
つ
な
が
り
」
を
構
築
す
る

第
一
歩
と
な
り
、つ
な
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、つ
ま
り「
支
え
合
い
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
な
り
ま
す
。
誰
か
の
生
活
課
題
に
誰

か
ひ
と
り
で
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
福

祉
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
支
え
合
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
お
互
い
に
相

談
し
合
い
な
が
ら
解
決
に
向
か
っ
て
い
く

こ
と
が
、
新
た
な
社
会
資
源
の
創
出
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
は
一
対
一
の
何
気
な
い
や
り
取

り
で
も
、
そ
れ
が
誰
か
が
困
っ
た
と
き
の
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
受
け
取
る
大
き
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
地

域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
美

浜
町
社
協
と
し
て
全
力
で
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
歩
む

『
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
』

あ

地
域
福
祉
活
動
計
画

と
は
？

社
会
福
祉
法
第
１
０
９
条
の
規
定
に
基
づ
く

民
間
組
織
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す

る
計
画
で
す
。「
す
べ
て
の
住
民
」「
地
域
で
福

祉
活
動
を
行
う
者
」「
福
祉
事
業
を
経
営
す
る

者
」が
相
互
に
協
力
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、実
践
的
な
活
動
・
行
動

計
画
で
す
。
つ
ま
り
、住
民
一
人
ひ
と
り
が
、地

域
の
生
活
課
題
を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
捉

え
、そ
の
課
題
の
解
決
に
む
け
て
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

❶
世
代
に
よ
っ
て
集
落
活
動
に
対
す
る

　

思
い
が
違
う

❷
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
の
希

　

薄
化
が
み
ら
れ
る

❸
生
活
困
難
者
世
帯
に
対
す
る
関
心
の
低
さ

ま
ず
①
に
関
し
て
は
、若
い
世
代
は
子
育
て

や
仕
事
な
ど
で
集
落
活
動
へ
の
参
加
が
難
し
い

と
感
じ
て
い
る
一
方
で
、上
の
世
代
で
は
若
い
世

代
に
期
待
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ

る
機
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

②
に
つ
い
て
は
、特
に
高
齢
世
帯
に
お
い
て
孤
立

感
・
孤
独
感
の
増
加
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

経
済
的
な
困
窮
、ま
た
他
者
と
の
〝
つ
な
が
り
〞
の

　

困
窮
に
あ
る
世
帯
の
こ
と

相
手
を「
知
る
」こ
と
の

大
切
さ

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
生
活
困
難
者
世
帯
」に
関

す
る
、住
民
の
関
心
が
低
い
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
て
も「
何
も
し

な
い
」と
い
う
人
が
、若
い
世
代
で
２
割
近
く
見

受
け
ら
れ
、そ
の
理
由
と
し
て
は「
そ
の
人
の
こ

と
を
よ
く
知
ら
な
い
か
ら
」が
最
多
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
相
手
を〝
知
る
〞こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、認
知
症
や
障

が
い
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下
し
、日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
方
と
契
約
を
し
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
手
続
き
や
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。
そ
し
て
生
活
支

援
員
さ
ん
は
、実
際
に
利
用
者
に
支
援
を
行
う

方
で
す
。
今
回
は
、そ
の
令
和
５
年
３
月
１
日
か

ら
生
活
支
援
員
さ
ん
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

山
口
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

以
前
民
生
児
童
委
員
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
時
に
、「
人
と
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
」を
感
じ

ま
し
た
。そ
れ
は
、相
手
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、

「
元
気
に
し
て
い
る
か
な
」と
気
に
か
け
る
き
っ

か
け
に
な
る
か
ら
で
す
。
民
生
児
童
委
員
を
辞

め
た
後
に
、「
何
か
人
と
関
わ
る
取
り
組
み
が
し

た
い
」と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、社
協
さ
ん
に
お

声
が
け
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

今
お
二
人
の
方
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
す
が
、始
め
は
お
互
い
に
緊
張
し
て
い

た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
訪
問
を
重
ね

る
中
で
、お
天
気
の
話
か
ら
始
ま
り
、趣
味
活
動

な
ど
の
お
話
に
耳
を
傾
け
る
中
で
、段
々
と
お
互

い
が
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
私
が
伺
う
と
、玄
関
先
で
待
っ
て
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を「
知
る
」こ
と
、そ
し
て

「
知
ろ
う
と
す
る
」こ
と
が
、関
係
性
を
紡
ぐ
う
え

で
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
な
、と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
知
る
」こ
と
で
つ
な
が
る

地
域
の
輪

町
内
で
は
す
で
に「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」や「
み

ん
な
の
食
堂
」ま
た
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、人
と
人
が
お
互
い
を
知
り
、そ
し
て
つ
な

が
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
地
域
に
お
け
る
大
切
な〝
社
会
資
源
〞で
す
。

第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
も
、そ
れ
ら
の
活

動
の
継
続
と
さ
ら
な
る
発
展
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
福
祉
活
動

の
旗
振
り
役
で
あ
る
福
祉
委
員
会
、そ
し
て
社
協

を
含
め
た
様
々
な
関
係
機
関
と
町
民
の
み
な
さ

ん
が
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、〝
ほ
っ
と
か
な
い
〞

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日常生活自立支援事業
生活支援員さんに
インタビュー

Q.
生
活
支
援
員
さ
ん
に
な
っ
た

　

 

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q.
活
動
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を

　

 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
原
市
っ
子
食
堂（
み
ん
な
の
食

堂
）。
世
代
を
問
わ
ず
集
ま
っ
て
、

楽
し
く
食
を
囲
み
ま
す
。

久
保
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
様
子
。

和
や
か
な
ひ
と
時
。

は
あ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
優
し
い
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

山口郁美さん（郷市区）

各世帯に冊子を
お配りしています！

※

理由として「その人のことをよく知らない」
を選んだ人は約80％でした

Q.集落で困っている人を見かけたら
　 どうしますか？

声をかける、
または誰かに連絡 84.3%

10.9%

6.8%

何もしない

その他

参考：第５次地域福祉活動計画
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美浜町社協

第５次美浜町地域福祉活動計画の

総合目標である『ひとりのしあわせの

ためにみんなで育む「ほっとかない」

まち』の実現を目指した取り組みがス

タートします。コロナ禍に伴うつな

がりの希薄化に対して、小地域ネッ

トワークの基盤である集落でのつな

がり強化、みんなの食堂のように誰

でも参加できる居場所づくり支援を

軸に事業を展開していきます。生活

困難者支援にも引き続き取り組み、

町と連携しながらつながり支え合う

ことができる地域社会を目指し取り

組んでいきます。

また、第２次美浜町社協発展強化

計画を受け、当会の安定的・継続的な

事業展開のために、職員の確保・育成

に向けた取り組みを積極的に実施し、

組織経営基盤の強化を進めます。

令和6年度 基本方針

美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
計
画
・
予
算

H 19.9%

M 0.7%

F 0.1%

E 0.1%

A 74.3%

D 0.1%

B 14.0%

C
11.4%

I  11.5%

K 1.7%

L 1.0%

O 0.1%

N 0.1%

J 2.7%

G 62.3%

（単位：千円）

（単位：千円）

寄付金収入 ３,０００

事業収入 ２,１７６

そ　の　他 ３０９

生活困難者総合相談
生活支援事業収入  

５０

合　　　計 ２９２,８６０

L

M

N

O

収入

支出

固定資産取得支出 ２８１

助成金支出 　　 　　８８

負担金支出 　　 　　 １４４

合　　　計 ２９４,７８０

D

E

F

人件費支出 　２１８,９８３

事業費支出 　　４１,５１２

事務費支出 　　３３,７７２

A

B

C

介護保険事業収入 １８２,４６５

受託金収入 ５８,３８０

補助金収入 ３３,８２６

障害福祉事業収入  ７,７７９

会　　　費 ４,８７５

G

H

I

J

K

令和6年度基本目標 1   知る・つながる
　年度の事業計画は、令和５

年度に策定した「第５次地域福祉

活動計画」をふまえて策定しまし

た。計画策定にかかるアンケー

トでは、特に若い世代の集落活動

に対する負担感が浮き彫りとな

り、今年度の事業計画では、住民

同士の交流の場を創出と、さらに

は集落活動の今後の在り方につ

いて住民同士が気軽に意見を交

わせる場の創出を支援していく

ことを明記しています。

また、紙面には記載できなかっ

た「組織体制の強化と連携」とし

て、必要とする人に必要な支援

や福祉サービスを届けるため、

関係機関との連携強化を図り、

また職員の能力開発促進と人材

育成にも積極的に取り組んでい

きます。

　
●本紙面の事業計画・予算は、内

容を抜粋して掲載しています。

事業計画全体の情報は、美浜町

社協HP（８ページ下のQRコード

より）をご覧いただくか、事務局

（電話32-1164）までご連絡をお

願いいたします。

●美浜町社協では社協だよりだ

けではない、多角的な情報発信

を目指し、Facebookや公式LINE

などの各種SNSアカウントを開

設しています。また、美浜町社協

YouTubeチャンネルでは、町民

のみなさんお一人おひとりが主

役のコーナー「あなたにスポッ

ト」をはじめとして、集落自慢コ

ンテストの様子も配信中！ぜひ

ご覧ください。

予算総額
２９４,４９９,０００円

集落で住民自らやってみたい取り組み
を考え、それを共有できる機会が増え
るよう取り組んでいきます。

◉ 集落ごとの座談会開催支援
◉ みんなの集い場づくり（みんなの食堂
開催支援、年齢を問わないふれあいサ
ロン開催支援）

重点
目標 2

みんなが参加できる
（したくなる）集落活動を
みんなで考えよう

に
ぎ
や
か
食
堂（
山
上
区
）

集落活動への思いや地域生活の中で大
切にしていること、抱えている生活課
題について、一人ひとりの価値観を受
け入れ、誰もが住みやすい地域づくり
を推進します。

◉ 福祉学習への協力
◉ 集落活動に関するアンケート実施支援

重点
目標 1 一人ひとりの

思いを知ろう

福
祉
学
習

基本目標 2   支え合う

誰かの困りごとを地域全体の困りごと
として捉え、それを支え合える集落づ
くりに取り組みます。

◉ 福祉委員会の設置推進
◉ 地域の福祉関係者との情報共有
◉ 災害時の支援体制構築

重点
目標 2 一人ひとりの困りごとを

みんなで支えよう

菅
浜
区
福
祉
委
員
会

（
ふ
く
む
す
び
の
会
）

集落の特徴や現状に合わせた取り組み
を考える機会を通して、住民主体のま
ちづくりを推進していきます。

◉ 集落ごとの福祉活動計画の策定支援
◉ 福祉のまちづくり集会の開催

重点
目標 1 一人ひとりの力を

集めよう

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
集
会

（
令
和
５
年
度 

湯
浅
誠
氏
講
演
会
）

住民同士が困りごとを相談しあえる関
係づくりのために、身近なかかわりが
増えるよう取り組みます。
◉ 高齢者の買い物等移送支援「おでかけ
ワゴン」の実施

◉ 制服リユース事業の実施（民生児童委
員協議会への協力）

重点
目標 4 「たすけて」の声を出しやすい、

届きやすい地域を作ろう

お
で
か
け
ワ
ゴ
ン

自分や心から楽しめる、また安らげる
「心の居場所」の創出や継続に取り組み
ます。

◉ 教育支援センターの運営支援（町委託
事業　職員派遣）

◉ 料理教室（生活困難者対象）の開催
◉ 大切な方を亡くした人への寄り添いの
場（おはなし会）の開催

重点
目標 3 一人ひとりの居場所を

増やそう

お
は
な
し
会

今
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美浜町社協では、世代や障がいの有無などにかかわらず、
町民一人ひとりが美浜町に住んでいてよかったと思えるよ
う、『ひとりのしあわせのためにみんなで育む「ほっとかな
い」まち』を目標に、活動しています。　
皆様から寄せられた社協会費は、地域福祉事業に有効に
使わせていただきますので、どうぞご協力をよろしくお願
いいたします。

Ｑ．世帯会費ってなに？
社協は民間組織の自主性と、広く住民に支えられた公共性を
持っています。皆様からお預かりする会費は、社協の地域福
祉活動の推進において、非常に貴重な財源となっています。

Ｑ．なぜ集めるの？
社協は、社会福祉法第109条において、地域福祉の推進役
として位置づけられています。またこの法律は、地域福祉
への住民参加・住民主体を理念としています。その方法の
ひとつとして、「自分たちの地域のために」「自分たちで出
し合い」「自分たちのために使う」という、世帯会費制度を
設けています。

世帯会費のお願い

年会費額 1,000円（１世帯あたり）

国際ソロプチミスト敦賀様より、でんでん
むしの家に木製チェア２脚をご寄付いただきました。大

切に使わせていただきます。ありがとうございました。

美浜ライオンズクラブ様より、災害時非常
食2,898食をご寄付いただきました。生活困難者支援

や各事業所で使わせていただきます。ありがとうござ

いました。

（左から）ゆうあい倶楽部事務局長 小幡修平さん、同代表 近藤昌美さん、
乙見社協会長、ゆうあい倶楽部顧問 山本武志さん

（左から）美浜ライオンズクラブ幹事 柗下嘉兵衛さん、乙見社協会長、
美浜ライオンズクラブ会長 武田忠彦さん、同社会福祉委員会委員長 
馬野忠和さん、同会計 藤井忠男さん

ゆうあい倶楽部様
より、デイサービスセンター

ほほえみに、ボーリングセット

等レクリエーション機材を

ご寄付いただきました。本

事業は、ゆうあい倶楽部さん

の活動の一環として、加盟す

る労働組合のご協力のもと、

訪問する各施設のニーズに応じて物品の寄付を行う事

業です。利用者のみなさんに喜んでいただけるよう大切

に使わせていただきます。ありがとうございました。

【ゆうあい倶楽部加盟団体】
東洋紡労組合 敦賀支部 様
関西電力労組原子力事業本部支部 様
日本原電労組敦賀分会 様
北陸電力労組敦賀分会 様
原電エンジニアリング労組敦賀分会 様
敦賀フイルム労組
原子力ユニオン敦賀支部 様
真和運送労組 様
沢田運送労組 様

美浜町社協

ご寄付をいただきました

困ったなぁ、

 どうしよう… そんな時の相談窓口があります

心配ごと相談
 

弁護士法律相談

司法書士法律相談

《相談員》 《会　場》
美浜町保健福祉センター
はあとぴあ

《お問い合わせ・予約》
美浜町社会福祉協議会 ℡32-1164

心配ごと相談

予約不要

毎週火曜日
午後１時～３時

2日、9日、16日、23日、30日 

7日、14日、21日、28日

4日、11日、18日、25日

2日、9日、16日、23日、30日

6日、20日、27日

3日、10日、17日、24日

1日、8日、15日、22日、29日

5日、12日、19日、26日

3日、10日、17日、24日

7日、14日、21日、28日

4日、18日、25日

4日、11日、18日、25日

４月

５月

６月

7月

8月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

家庭内でのトラブル、仕事が
続かないなど。ちょっと話を
聞いてほしいだけでもかまい
ません。

司法書士法律相談

予約必要（下記連絡先にご連絡ください）

毎月第２火曜日
午後１時～３時

９日

14日

11日

9日

　　　 20日※第3火曜

10日

8日

12日

10日

14日

18日※第3火曜

11日

相続や財産管理、
自己破産手続など

弁護士法律相談

奇数月第３火曜日
午後１時～３時

 

21日

16日

17日

19日

21日

18日

法律に関すること全般

民生児童委員、保護司、
人権擁護委員、行政相談委員

福井県弁護士会

福井県司法書士会

相談は
無料です

美浜町社協では、各集落から50世帯に１名を目安に福祉
委員をお願いしています。この度、一部の集落で福祉委員さ
んが交代・就任されました。今後、集落内の福祉活動や身近
な相談窓口としてご活躍が期待されます。よろしくお願い
します。任期は令和６年8月31日までです。

福祉委員就任
のお知らせ

美し野区 　退任 今川智史氏　就任 坂口拓也氏

※おひとり30分程度とさせていただきます
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